
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
学校の教育目標「社会を生き抜く力の育成  

～自分の思いを表現する子どもをめざして～」を
達成するため、学力向上、授業研究、生活指導、体育の２部会４班を組織し、それぞ
れ取組指標を定め、毎月１回検証・改善を行っています。２学期は１学期の成果と課
題をもとに「全教室でそろえる重点目標」を設定し、より焦点化した実践に組織的に

取り組んでいます。 
本校の注目すべき点は、めざす子ども像を「適切な”ことば”を身につけた子ども」

「自分で判断し、表現する子ども」「自分や友達の良さを知り、協働する子ども」と、
本校の子ども達につけるべく資質・能力を明確にしていることです。 
このことにより、学校行事や各部会等が行う取組も、「何をする」という意識から、

「何ができるようになるか（どのような資質・能力を育成するために行うのか）」へと
変わり、目的と手段がより明確になっています。 

 

授業から学ぶ 
参観した授業では、先生

の言葉遣いが丁寧で、安心

して学べる教室の空気を感
じました。 
また、子ども達は友達の

個性を大切にし、自然と学
び合う姿が印象的でした。 
今後は、学び合う場面で

は、子どもの様子をより俯
瞰的にみることで、子ども
のつぶやきをひろいながら
子どもの考えをつなぐよう
な展開を期待します。 
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